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パブリックコメントの実施状況について

１　案件名

　美祢市新本庁舎整備基本構想（案）

２　実施方法

　美祢市パブリック・コメント手続要綱(平成21年８月告示第105号)により実施

３　実施時期

　３月20日(火)から４月25日(水）までの37日間

４　提出意見数及び内容

　11名から36件のご意見の提出を頂きました

　男女別 　男性　　８名 女性　　３名

　提出別 　郵送　　３名 持参　　５名 メール　　２名

　ＦＡＸ　１名

　地域別 　大嶺町　４名 於福町　１名 東厚保町　１名

　美東町　２名 秋芳町　３名

　項目別 　Ｐ.８ Ⅱ　新本庁舎整備の規模 ２件

　Ｐ.10 新本庁舎面積規模 １件

　Ｐ.11 敷地面積 １件

　Ｐ.16 本庁舎整備の総合判断 ４件

　Ｐ.17 Ⅳ　新本庁舎の基本的な考え方 ９件

　Ｐ.21 新本庁舎の位置 ５件

　Ｐ.22 庁舎の形態 ４件

　Ｐ.23 庁舎機能の複合化 ３件

　Ｐ.24 財源の確認 １件

　Ｐ.25 事業手法 １件

その他全般 ５件

資料１



提出されたご意見ご質問に対しての考え方（回答）

　案件名 　美祢市新本庁舎整備基本構想（案）

　意見提出者数 　11名（男性８名、女性３名）

　意見提出数 　36件

　提出方法 　郵送 ３名 持参 ５名 メール ２名 ＦＡＸ １名

　地区別提出数 　大嶺町 ４名 於福町 １名 東厚保町 １名 美東町 ２名 秋芳町 ３名

Ｐ.８ Ⅱ　新本庁舎整備の規模

①　新庁舎に向けての面積・職員数・駐車台数の算出方法が詳し ①　今後、策定予定の基本計画において掲載方法等を検討します。

く載ってあってとても良いが、現在の庁舎の面積・職員数・駐車

台数等比較対象を載せて頂くと分りやすい。

②　業務量に大きな変化はないとされているが、人口減少は確実 ②　財政計画に沿った組織機構の整備を行いながら、今後、策定

に迫ってきていることに対して、業務量増加の要因は不明確であ 予定の基本計画で再度検討精査します。

り、その中での職員数には疑問を感じる。

Ｐ.10 新本庁舎面積算定

③　最近では青焼きの原稿は少なくなってきていると思いますが、③　今後、策定を予定しています基本計画、基本設計の段階で精

保管してある図面や書類は青焼きの物が多く残っている場合があ 査します。

りますので、大型機械の設置スペースが広く場所を取りますので

美祢市新本庁舎整備基本構想(案)パブリックコメント

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答

資
料

２
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その点を注意する必要があります。

（山口県庁移転経験からスペースについては最初に決まると、後

ではほとんど動かない場合がありますので注意してください。）

Ｐ.11 敷地面積

④　駐車場を立体型（２～３Ｆ）とし、職員用も加えた駐車場面 ④　来庁者用の駐車場は40％増の100台を目安に計画しますが、立

積を出来るだけ確保。（非常時には臨時避難場所に可能では） 体駐車場については費用対効果、バスの進入は駐車場の全体計画

　日常より大型バス等も進入可能（乗客の乗降可能）な進入路、 などを精査し、今後、策定予定の基本計画において検討します。

停車場を確保し、利便性向上を図る。

Ｐ.16 本庁舎整備の総合判断

⑤　国内において、様々な災害の発生が近年頻発している中で、 ⑤　ご意見のとおり、将来の人口等も考慮しながら基本理念に掲

市民への行政サービス、災害対策の拠点施設としての本庁舎整備 げているように、「将来的な維持管理費も節減できる庁舎」にす

は必要であり、コスト面、利便性から考えても建替えを支持しま ることを検討します。

す。

　ただし、身の丈に合った整備をする必要がある。

⑥　自然災害により被災し、庁舎が機能停止になった場合のこと ⑥⑦　ご意見のとおり、行政サービスの停滞は出来ないと認識し

を考える必要がある。多くの住民が行政手続き等、住民サービス ていますので、そのように対応してまいります。

が受けられなくなれば生活に大きな不安を与える事にもなる。耐

震化工事は勿論のことである。

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答
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⑦　耐震補強等80年間の総額は116.6億円、全面建替えは103.7億

円となることから、コストメリットを考慮すると全面建て替えす

る方針に賛成です。

⑧　本庁舎の建替えは諸事情を考慮しても仕方なしと思われます。⑧　美東、秋芳両総合支所については、今年度から総合支所の整

　ただし、近い将来、美東、秋芳各総合支所の建替え又は補修を 備検討に取りかかり、これからも行政サービスの向上を図るよう

保証していただかないと納得いきません。 に検討しながら進めてまいります。

　旧美祢市民のみ優遇されるのは合併の意に反していると思いま

す。本腰を入れて対処しないと、美東、秋芳の美祢市地元愛はま +

すます離れていくと思います。

Ｐ.17 Ⅳ　新本庁舎の基本的な考え方

⑨　災害時の対策本部機能を十分に果たすとしていながら、38ペ ⑨　本庁舎と消防本部それぞれの基本計画、基本設計を策定する

ージＱ６-1では、「今後必要に応じて検討する」と回答している 段階で、十分協議し整合性を取りながら検討します。

ことについて矛盾を感じる。災害対策本部機能として位置付けれ

ば前提条件が変わってしまうので、きちんと位置付けを明確にす

るべきである。

⑩　美祢市の人口は25,000人と減少の一途をたどっているが、派 ⑩　ご意見のとおり、市政の立派さは外見ではなく中身であるこ

手な建物にする必要はなく、堅牢さを第一に重視することである。とは十分に認識しています。今後の参考とさせていただきます。

⑪　基本的な新庁舎への移行は賛成です。しかし、ハード面によ ⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰　Ｐ.17のⅣ新庁舎の基本的な考え方のとおり、

る市民への負担軽減を求めます。（仮設を建てるのか・市民への 建物は機能性を重視しながらも、周辺環境や景観調和にも配慮し

税の負担は）そして、市役所職員の方の仕事量はとても多く大変 て、市民の皆さまが親しみを持っていただけるように進めてまい

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答
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だと思うので、職員を増やして１人１人の軽減を図りソフト面の ります。

市民サービスの充実を検討して頂ければと考えます。 　また、環境負荷の低減を図りながらライフサイクルコストを意

⑫　本庁舎整備の背景にある、市民が「夢・希望・誇り」を持っ 識したものとします。

て暮らす交流拠点都市美祢市とあるように、市外に発信し子供た

ちには夢を持てるような庁舎にしていただきたい。

⑬　これからの事務手続きはますます機械化が進み、ＡＴＭのよ

うな対応になろうかと思われますが、あくまでも市民と職員との

人の温もりがある対応を心掛けていただきたいと思います。

⑭　基本理念に「環境にやさしく」「市民に親しまれる」「機能

的・効率的」なICT庁舎の建設を掲げ取り組んでいただきたい。

⑮　環境に配慮した庁舎を目指し、水素発電を含めたコージェネ ※コージェネシステム：内燃機関等で発電する一方、その排熱を

システムを活用することにより、国・県の補助もあり財源の確保 　利用して給湯や冷暖房などに利用し、総合エネルギー効率を40

の一部になる。 　％から70～85％まで向上できるエネルギー供給システム。

⑯　明るくて開放的な建物にして欲しい。また、安全な駐車場ス 　コージェネレーション（Cogeneration）

ペースや高齢者や障がい者が使い勝手の良い庁舎にしてもらいた

い。

⑰　行政業務が効率的に行われて、万が一の災害時には災害対策

拠点として十分に機能が発揮出来る庁舎の建設に重点を置いて欲

しい。

ご質問・ご意見 回　答
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Ｐ.21 新本庁舎の位置

⑱　基本的な新庁舎へのコスト面、移行経緯は理解できるが、候 ⑱⑲⑳　Ｐ.33・34の３.建設適地候補地一覧にあるように、市内

補地がもっと他にも示して頂けると検討しやすい。候補地が現在 24ヶ所を選定し、様々な要件によりＡの現在地を推薦するもので

の周辺しかなければ、必然的に現在の位置が良く見える。広さを す。

見たら、現在地しかない気がする。

⑲　建設候補地はＡの現在位置がいいと思います。市民には慣れ

た場所で交通の利便もいいと思います。また市民館との距離感も

いいと思います。

⑳　新庁舎の位置について様々な要因を総合的に考慮すると現在

地Ａを第一候補とする意見に賛成です。

㉑　現在の庁舎の位置は河川沿いに建設されており、河川の氾濫 ㉑㉒　ご指摘いただいた浸水対策等の課題については、今後、非

が起きた場合は大きな被害を被ることになる。もっと安全な場所 常時に対応できるよう十分に検討してまいります。

を確保し建設することを考えるべきである。

㉒　現在地Ａはコメントの中にもあるように浸水の可能性がある

ことから、災害に備え、しっかりとした対策を取っていただきた

いです。

Ｐ.22 庁舎の形態

㉓　業務が数か所に分散している実情を考えると、新庁舎建設の ㉓㉔㉕㉖　利用される市民の皆さまの利便性を第一に考えて検討

際には一ヶ所に集中させるべきである。多くの市民が大変不便を してまいります。

感じている。 　なお、美東、秋芳両総合支所については、今年度から総合支所

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答
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㉔　庁舎の形態ですが、基本的には本庁舎方式がいいと思います。の整備検討に取りかかり、これからも行政サービスの向上を図る

とにかく市民が気軽に利用でき、課と課の移動も簡単に出来る施 ように検討してまいります。

設にしていただきたい。

㉕　庁舎形態、複合化、財源及び整備手法等については、今後の

方針にあるように備え、しっかりとした対策を取っていただきた

いです。本庁舎方式を基本とし必要に応じて一部組織を分散配置

することに賛成です。

㉖　高齢化社会の先端を走っている美祢市は、分庁舎方式は避け

て通れず、住民サービスと地域の活性化を図るためにも、是非分

庁舎方式を採用し調和のとれた地域発展に考慮していただきたい。

Ｐ.23 庁舎機能の複合化

㉗　機能性重視の面から考えると、新庁舎にはコンビニエンスス ㉗㉘㉙　Ｐ.24の(３)今後の方針に記載していますように、諸課

トアーの新規参入などを考慮すると、一層の利便性も図られる。 題について対応する必要がありますので、今後慎重に検討してま

㉘　コンビニエンスストアを入居させてはどうでしょうか。 いります。

㉙　市民交流スペースですが、アンケート８の地域別、本庁舎に

求める付帯機能にも良いご意見がありましたが、私は別の視点か

らのご検討をお願いします。

　美祢市の平成30年度当初予算は一般会計で対前年度比1.9％減

の165億4,000万円で「新しい美祢市創造実行・実現予算」と位置

づけ、「住みたくなる、住み続けたいまちの創造」の実現を加速

回　答

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見

9



するための予算編成を行っておられますが、中でも市税収入が対

前年比マイナス0.9％と落ち込んでおり厳しい状況です。 

　また、先日報道発表された2045年の推定人口は美祢市全体では

14,447人で美東・秋芳は、3,000人を下回る見込みで税収の期待

も薄くなります。しかし新庁舎の建て替えは何十億と言う資金が

必要となりますが、一番苦慮することは財源の捻出です。

　そこで企業経営感覚を取り入れ収益確保を考える必要があると

思います。その為には、私は市役所に例えばスターバックス等

（法的に許せば）や買物に困っておられるお年寄りのための農家

野菜を含む売店、歯医者など入居させてテナント料や賃料を収入

の一部とする。又、業務に支障のない所内に企業広告（場所を考

えて）を添付し広告料収入をあげることや市役所内の出前販売に

は賃料を取る等何とか少しでも収益をあげていくことを考える必

要があると思います。（参考に食事関係は経営がむつかしいかも

しれません）

Ｐ.24 財源の確認

㉚　財源の比較として、(ア)合併推進債、(イ)市町村役場機能緊 ㉚　今後の参考にさせていただきます。

急保全事業を比較すると、期間についても平成34年度末までとな

っているので（ア)の活用に賛成です。

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答
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Ｐ.25 事業手法

㉛　公設公営方式、ＰＦＩ方式、リース方式について書かれてい ㉛　今後、予定している基本計画を策定する段階で十分に検討し

ますが、私の知識不足もあり、実際どのようなメリット、デメリ てまいります。

ットがあるのか明確にわかりません。民間運営することによるメ

リットが大きいのであれば検討が必要だと思います。

その他全般

㉜　分散した施設を集約した場合の残った施設土地等の有効活用 ㉜　今年度から遊休市有地も含めた施設土地について有効な活用

も併せて検討すべきと考えます。 方法を検討してまいります。

㉝　防災行政無線の整備を一元的に図り、市民の安全と財産を守 ㉝㉞㉟　今後の参考にさせていただきます。

るシステムを構築するとともに、中山間地域を考慮し同報系を確

保し野外に出ている方々に周知できる方策を講じる。

㉞　現庁舎の老朽化や耐震基準、浸水対策について早急に対応す

べき問題だと思います。市民が安全に安心して生活できるために

もこれからしっかりと協議検討していただきたいとです。

㉟　事業継続計画(ＢＣＰ)を実現できる庁舎とされるわけですが、

大規模地震で想定される影響は大きく分けて二つあります。①イ

ンフラへの影響(ライフライン、道路、情報通信、鉄道)、②新庁

舎への影響(人、物、情報、金)が生じる。

　特に情報通信の分野で、最近改善されたかもしれませんが携帯

ご質問・ご意見 回　答

ご質問・ご意見 回　答

11



のかからない地域があったように記憶しております。この点は防

災の観点から当然改善しておく必要があります。又市民レベルで

もＳＮＳの利用が多くなり、これができない場所のないよう十分

な取り組みをよろしくお願いいたします。

（対応はＮＴＴ等かもしれませんが、緊急災害通報もあるので）

㊱　アンケート結果が50％以下の回答率に残念に思う。市外に出 ㊱　若い世代のご意見は、庁舎整備にとどまらず美祢市のまちづ

た大学生を中心にアンケートを取ったり、この委員会の中に、20 くり全般にわたって重要であると考えています。出来るだけ若い

代・30代の方の意見が反映される委員さんが選出されたり、でき 世代の皆さんの意見を取り入れながら進めてまいります。

れば良かったと思いました。現時点で意見しても遅いので、今後

の参考にして頂けると嬉しいです。

ご質問・ご意見 回　答
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平成30年5月  日

美祢市長　西　岡　晃　様

美祢市本庁舎整備検討委員会

会長　内　田　文　雄

答　申　書 （案）

　平成29年6月26日付け、美総第415号で諮問を受けた下記の事案について、

次の意見を付して、別添「美祢市新本庁舎整備基本構想（案）」のとおり答

申します。

　なお、当委員会の意見が、今後、予定されている基本計画、基本設計の策

定に可能な限り反映され、安全で安心な、親しみを持たれる新本庁舎整備と

なることを望みます。

１　諮問事項

　(１)　本庁舎の整備に係る基本的な構想の策定に関することについて

　(２)　その他本庁舎の整備に係る必要な事項に関することについて

２　附帯意見

　　新本庁舎の整備に際しては「美祢市新本庁舎整備基本構想（案）」の内容

　にとどまることなく、次に掲げる詳細な検討を行っていただくよう附帯意見

　とします。

　(１)　事業費について多角的な視点から精査を行い、健全な財政計画に努め

　　　ることは無論のこと、有利な合併推進債の活用を図るなど、後世への負

　　　担軽減についても十分に検討すること。

　(２)　災害時の対応、災害後の復旧が滞りなく行えるよう検討すること。

　(３)　今後、策定が予定されている基本計画等について市民の意見を広く反

　　　映するように努めること。
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